
2014/12/01 

第3号 発 行:笠懸町第三区広報委員会 

発行所:笠懸町第三区公民館 
sannkusu.kasakake@gmail.com 

Page 1 

連載:阿左美の歴史・地域の文化財 ２  旧くて美しい阿左美沼 

 阿左美沼には二つの沼があります。西側の沼を阿左美沼、東側

の沼を阿左美東貯水池と云います。阿左美の地名由来ともなっ

ている阿左美沼の歴史は古く、大間々扇状地の北東部にあって

水深は1.5ｍと浅い沼で、中心部には七つ井戸と呼ばれる湧水

群があります。 

 用水路は渡良瀬川の水を大間々頭首工から岡登用水路を経て

阿左美沼へ注いでおります。かつてはジュンサイが繁茂してお

り、ヨシ、マコモなどの水生植物も生い茂り、野鳥、魚介類、

昆虫類など様々な生き物が生息している野生動植物のかけが

えのない湖沼です。 

 平安時代後期(1170年)新田義重が新田荘を開発しましたが阿

左美郷、鹿田郷、北（西）鹿田郷は新田荘に含まれていました。

阿左美郷の人々は初め阿左美仲及び元屋敷周辺で阿左美沼の湧水を利用して水田を営んでいました。 

 源頼朝が新田莊で武技「笠懸」を催したのは鎌倉時代、建久4年(1193年)であります。 

特別区費で地域作りに 
 行政区では隣組に属していない区内の各事

業所に特別区費の納入をお願いしています。 

 特別区費は行政区の各事業推進や地域の

安全安心な街づくりのために有意義に活用さ

せていただきます。以下は平成26年度にご協

力いただいた事業所です。誠にありがとうござ

いました。 

(有) サン・ビーシー群馬工場／ローソン笠懸店／

岩瀬産業 (株) 桐生機工営業所／テクノオリジン

(株)／忠兵衛茶屋(有)／(株)創建社物流センター

／くりた医院／エンドー薬局あざみ店／はしづめ

歯科医院／アピタ笠懸店／窪田縫製(有)／新井

木工(有)笠懸工場／アライ・サンズ(有)笠懸第一

工場／古室歯科クリニック／グリーン歯科クリニッ

ク／(有)赤石企画／桂建設株式会社／萬家笠懸

店／上毛バナナセンター(有)加工所／桐生地方

卸市場(株)／(株)東邦薬品／沢アパート／沼田屋

タクシー (株) ／メンズプラザＡＯＫＩ笠懸店／めだ

ま屋広沢店／スズキ自販群馬(株)桐生営業所／

ビックマーチ桐生店／カーセブン桐生店／セブ

ンイレブン桐生バイパス店／上州屋 (株) キャンベ

ル桐生店／(株)河内種苗店／東武観光(株)桐生

支所／稲川工業(有)／ビクトリィーオート(有)／志

なの屋／業務スーパーパスポート笠懸店／群馬

マツダ桐生かさかけ店／三思会東邦病院／ヤマ

ダ電器ＮＥＷみどり店／あすからいふ倶楽部／メ

モリードホール笠懸 (順不同 敬称略) 

干潟で餌をついばむ白鷺 

青パト上期は1,270キロ走行 
 地域防犯のため、活動している青色防犯パトロールの

上期の集計がこのほど行われました。これによると、パ

トロール74回、延べ262人、走行距離は1,270キロに及ぶ

ことが明らかになりました。 

 ボランティアの募集を行っているほか、通学路や危険

個所情報など連絡先は090-4396-9165武井まで。 

荒神山、150人が下草刈り 
 11月15日(土)に東小学校前の荒神山で下草刈りが行

われ、一区、二区、三区の有志や阿左美沼土地改良

区、同校PTAなど150人が参加、散策道や山の斜面の下

草を鎌や刈り払い機などで刈り取りました。 

 この事業は平成10年に開始されたもので、里山に親

しみ、3月末には斜面を薄紫に染めるカタクリの群生

を観賞するこ

とを目的とし

ていました。 

 １メートル

ほどに生長し

たシノや雑草

を刈り取るこ

とで、カタク

リが生育する

条件は整うの

ですが、谷間にはイノシシがカタクリの球根などを掘

り起こした跡が随所に見られるため、今後は獣害の対

策も求められそうです。  
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雨天の中、区民ハイキング実施 
 10月5日(日)、笠懸町第三区体育協会主催

の区民ハイキングを実施しました。 

 今年のハイキングは、山梨県富士山麓の

河口湖近くにあるロープウェイで山を登

り、西湖周辺での古民家群などの施設見学

を予定していました。 

 当日は、台風18号の接近で荒天が予想さ

れ、出発前から雨がパラついていたことか

ら、現地での行程の変更も考慮しながら大

型バス2台に分乗し出発しました。 

 河口湖畔に着く頃には、雨は本降りと

なっていたため、カチカチ山ロープウェイ

で山頂に登ってのハイキングは急きょ中止

とし、予定では午後に向かうはずだった西

湖 い や し

の 里 根 場

に 向 か い

ました。天

候 が 良 け

れ ば 富 士

山 の 望 め

る 場 所 で

したが、あ

い に く の

雨天のため

富士山を眺めることはかないませんでした。 
 その後、河口湖畔のホテル「花水庭おおや」に

て昼食と入浴を済ませ、「道の駅 富士吉田」物

産館に立ち寄り、買い物の時間を取りました。 
 雨天のため予定通りの行程にはならず、帰り

は高速道路の渋滞にも遭いましたが、ケガ人も

なく無事、第三区公民館に到着することができ

ました。主催者は「来年もまた区民のみなさんが

楽しめるハイキングを企画したいと思いますの

で、また多くの方の参加をよろしくお願いしま

す」と話していました。 

三区子ども育成会バス行事 

安曇野でサンドブラスト 
9月7日(日)に三区子ども育成会(島村優子会長)主催

による、第4回目となる日帰りバス行事が行われまし

た。子ども49人、

大人38人の合計

87人が参加して、

長野県の安曇野

ア ー ト ヒ ル ズ

ミュージアムで

サンドブラスト

体験をしました。

サンドブラスト

はコップなどの

ガラスに張ったゴム材をイラストや文字などの

形に切り取り、高圧の砂を吹き付けることでガ

ラスを削り、様々な模様を描くもの。 
子ども達は、真剣に絵や文字を描いて完成ま

でを体験し、世界中で１つだけのコップとして

大切に持ち帰りました。午後は松本城で見学を

しながら、たくさんの歴史や文化を学ぶことが

できました。 

これまで三区子ども育成会ではサマーキャン

プを開催していましたが、参加できるのは高学

年に限られることから参加人数の減少や役員の

負担が大きいことから、23年度からは子どもと

同時に親の交流を深めることを目的として現在

の日帰りバス行事となりました。また、島村会長

は「三区のみな様による子ども育成会への支援

とご協力により開催できるもので、感謝申し上

げます」と話していました。 

子ども八木節大きな喝采、笠懸まつり 
 第21回笠懸まつりが8月23日(土)に笠懸グラウン

ドで行われ、市の発表によると25,000の人出で賑

わいました。 

 笠懸町第三区からは三区八木節愛好会や子ども

八木節などが参加。なかでも子ども八木節は50人

を上回っていて、市内の他地区と比べても、最も多かったようです。 

 舞台の上では正確なリズムを刻むお囃子と、威勢の良い音頭、舞台の前で踊る子どもたちに大き

な拍手が送られていました。 

 また、区のテントの下は地域住民の交流の場となっていました。｢役員でないとテントに入りにく

い｣という声も聞かれますが、祭りをきっかけとして区の行事に積極的に参加した人が、地域になじ

み、地域作りの主役になっていくことが、地域を作る事になるのではないでしょうか。 

西湖いやしの里根場 

サンドブラストでオリジナルコップ作り 

八木節を披露する子どもたち 
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敬老祝賀会、元気に96人参加 
 10月12日（日）に三区公民館で75歳以上を

対象とした「敬老祝賀会」が行われました。

大須区長によると、「三区で75歳以上の方は

245人、最高齢者は98歳の女性の方です」と報

告があり、今年は96人で男性34人、女性62人

と過去最高となる参加者となりました。  

来賓の石原市長、木暮社会福祉協議会長、

武井市議会議員、今泉市議会議員の４氏よ

り、これからも健康で長寿でいられることを

願ったお祝いの言葉が贈られました。 

赤石幸雄親老会長の乾杯で始まり、手作りのけんちんうどん他料理が用意されると、みなさんとて

も美味しそうに頂いていました。 

 余興ではひまわりコーラスの合唱、子ども八木節、みずほ会の舞踊、民生委員の寸劇と盛り沢山

で、会場が楽しいひと時となりました。最後は抽選会で全員に景品が手渡され閉会。「来年もまた

来るよ」と両手いっぱいの手土産と笑顔で会場を後にしました。 

体操や歌で健康維持 わかばサロン 
 9月3日(水)に三区公民館でわかばサロンⅡが行われ、65歳以上

の20人が参加、体操や輪投げなどの軽い運動や、ハーモニカや琴

に合わせて歌うなど、楽しい時間を過ごしました。 

 みどり市歌体操で体をほぐしたのち、森田美枝子さんのハーモ

ニカや大川栄子さん、原田

喜久枝さん、藤生好子さん

ら、琴アンサンブルなでし

この琴二重奏にあわせて童

謡を歌いました。また、輪投

げでは、大きな応援と、得点

が入ると拍手がわき上がっ

ていました。 

 わかばサロンⅡは、65歳

以上が参加できるもので、

健康で楽しく暮らすための後押しとなっているだけでなく、見ま

もり活動としての意味合いもあります。次回は1月14日(水)に開

催されます。時間は午前10時からとなっていますので、興味があ

る方は足を向けてみてはいかがでしょうか。 

笠懸町子ども会球技大会  

善戦！３位入賞 
10月12日（日）に笠懸中学校体育

館で子ども会秋季球技大会が開催

されました。三区からはドッジ

ボールの部に1年生から6年生まで

の男女混合チームとして、合計14

人が出場し優勝目指して熱戦が繰

り広げられました。 

手伝いとして参加した役員の方

と保護者の方も、大きな声援で子

ども達の活躍を応援していまし

た。出場した7チームで予選リーグ

が行われ、三区は予選3位で通過し

ました。2連覇を目指しましたが、

決勝トーナメントの準決勝で惜し

くも敗退し、健闘のかいあって第3

位となりました。今年度、三区の子

ども達が出場する最後の大会で

あったため、監督とキャプテンに

インタビューをしました。 

監督：渡邉 隆之さん。 「6年生は

最後の大会で頑張りました。惜し

くも3位だったけど、来年のメン

バーで頑張りましょう。」 

キャプテン：荒川 佳輝君。「来年は

九区、二区に勝てるぐらい強く

なってほしいです。背中を向けて

当たってしまうことがあるので、

来年は新チームで自分たちの弱点

を直すよう練習して頑張ってほし

いです。」 

資源ゴミで活動資金、三区子ども育成会 
三区子ども育成会活動の一環として、資源ゴミ回収を年３回開

催していて、第２回目は10月26日(日)に開催しました。 

 島村会長は「集まった資源ゴミはリサイクルで再生利用さ

れ、収入金は三区子ども育成会活動の財源として有効活用して

います。今年度は例年を上回る多くの子ども達が子ども育成会

行事に参加しているようで嬉しいことですが、活動経費の捻出

に苦慮しています。そのため、区民のみな様に第２回目の開催

日には多くの資源ゴミを持参していただくようご協力をお願い

したところ、第１回目を上回る20,259円の収入があり区民のみ

な様のご協力に感謝します。」と話していました。 

 第3回目は2月22日 (日) を予定。同会では引き続き協力をお願

いしています。関連記事4面 

子どもの八木節を楽しむ高齢者 

元気にイチ！・ニ！ 
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ちょっとピンぼけ  
 その方は、時々私の職場に立ち寄ります。来る時は必ず手書きの資料を1枚持ってきて、「コピーをと

り、みんなにも見せなさい」とおっしゃいます。4月以降すでに十数枚、農業現役80歳。本を読んでもす

ぐ忘れるので、自分なりにまとめるそうです。 

 年間600冊、夜10時から深夜2時までが読書。内容も幅広く、農政、経済、哲学、科学・・・。そして

緊張するのが、資料の内容について意見を求められる時です。「どう思う？」と、試されているようで。 

 何回もお会いするうちに、自分の不勉強を強く感じるようになりました。人間何歳になっても、アン

テナを高く張り、物事に高い関心を持ち続け、探求する好奇心、努力を怠らないこと、そして自分なり

に考えること、その方に教わっています。 

三区子ども育成会、新年度役員募集  
 日頃より三区子ども育成会活動に、ご支援、ご協力

を頂きありがとうございます。新年度４月からも、活

動を円滑に進めていくために、２年任期の育成会役員

としてご協力いただける方を募集いたします。 

 ここ数年で役員の負担も大幅に軽減されています。

それは「役員＝楽しく活動しよう」を合言葉にして改

革を進めているからです。また、多くの方々と知り合

いになる事もできます。退任する多くの役員からは、

合言葉のように「役員は大変と思っていたけれど、楽

しく活動でき知り合いも増えた」との声が多くなって

います。「子どもたちの笑顔と共に、楽しい思い出を

つくりませんか？」詳細・問い合わせ先：子ども育成

会会長・島村（76-4375）まで。 

行事日程 

●三区区民ゴルフ大会 
 3月14日(土)城山カントリー倶楽部 

 問い合わせ:三区体育協会まで 

●三区スキー教室 
 2月22日(日)丸沼高原スキー場  

 詳細は後日募集チラシにて広報します 

 問い合わせ:三区体育協会 

●わかばサロン・わかばサロンⅡ  
  1月14日(水)  午前10時から 

  三区公民館 

●三区子ども育成会資源ゴミ回収 
  2月22日(日)、午前9時～11時三区公民館 

新聞紙、雑誌、ダンボール、アルミ缶、ス

チール缶、ビール瓶、一升瓶 

阿左美沼水質浄化、エビなどを確認 
 8月31日（日）に阿左美沼小沼で「農地と水・阿左美

地域環境保全協議会」（武井清会長）では、２か月前

に子どもたち

が作った、炭素

繊維素材のも

のと、鉄と炭素

繊維を組み合

せたものとの

二つのイカダ

を引き揚げ、

「炭の水草」に

付着した生物

の様子を観察

しました。 

 水温の高い夏の時期のため、水中の酸素不足が心配

されましたが、「炭(炭素繊維)の水草」にはエビなどの

生物が住み着いていました。子どもたちは、夢中で生

物の採取や顕微鏡での観察をしていました。 

 生物観察のあとは、阿左美沼土地改良区事務所の２

階で、講師の小島昭さん（群馬高専特命教授）から、

きれいな水の大切さについての話を聞きました。 

阿左美の自然と歴史を探る会 

東小周辺を清掃 
 阿左美の自然と歴史を探る会（藤生吉雄

会長）では、８月９日（土）に、子どもたち

の通学路となっている、東小学校周辺と地

下道の清掃を行いました。 

 ８時30分に東小学校駐車場に集合した会

員22人は、１時間ほど路肩の除草や、地下道

の泥揚げ作業を行いました。この清掃活動

は、会発足から毎年行われ今年で６年目と

なります。 

清掃を行う会員 

炭素繊維のイカダで水質浄化 


